
令
和
７
年
度

第
48
回
大
森
四
地
区
少
年
野
球
大
会

低
学
年
チ
ャ
レ
ン
ジ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

大
森
東
地
区
「
球
友
ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ
」
優
勝

高
学
年
ト
ッ
プ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

大
森
東
地
区
「
球
友
ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ
」
優
勝

大
田
区
自
治
会・町
会
長
大
会
感
謝
状
受
賞
者

20
年
以
上
在
職
者

伊
藤　
勉

東
京
都
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会

　
東
京
都
知
事
規
則
表
彰
受
賞
者（
在
職
20
年
以
上
）

比
戸　
二
郎

東
京
都
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会

　
東
京
都
知
事
特
別
功
労
受
賞
者（
在
職
17
年
以
上
）

宮
﨑　
知
子

野
口　
弘
子

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

(１) 令和 8年 1月発行

（令和 7年 12月 1日現在）

手をつなぐ 5自治会
● 大森東自治会
          （平林  敏夫   会長）
● 大森東四丁目自治会
          （伊藤  音嗣   会長）
● 川端自治会
          （江藤  豊　   会長）
● 大森南自治会
          （平林  茂  　 会長）
● 森ヶ崎自治会
          （野口 多加志 会長）
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令和 8年 1月発行 第 140 号（4）

大森東地区管内人口

男 10,365人

9,260人

19,625人

11,028世帯

女

世帯数

計

人 

口

地
域
の
行
事

令
和
八
年　

　
　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
記
憶
に
残
る
１
年
で
し
た
。

　
コ
メ
不
足
に
よ
り
、米
の
高
騰
が
続
い

て
お
り
、六
月
に
梅
雨
明
け
し
て
か
ら
猛

暑
日
が
続
き
線
状
降
水
帯
に
よ
る
集
中

豪
雨
も
あ
り
多
く
の
水
害
が
発
生
し
ま

し
た
。

　
又
、東
京
で
の
開
催
の
世
界
陸
上
、デ

フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
。そ
し
て
、地
域
の
祭
典
で
あ
る
い
つ

つ
の
わ
ふ
れ
あ
い
祭
り
も
沢
山
の
人
の
来

場
で
賑
わって
い
ま
し
た
。

私
達
編
集
委
員
も
事
務
局
の
皆
さ
ん
、

そ
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得

て
頑
張
って
ま
い
り
ま
す
の
で
今
年
度
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

事務局：大森東特別出張所（大森南４－9－1　TEL　03-3741-8801）
バックナンバーはこちら（https://www.city.ota.tokyo.jp/omori/ts_omorihigashi/jouhoushi/index.html）

編
集
委
員
一
同

森
ヶ
崎
自
治
会　
江
原　
良
子

大
森
び
と

大
森
び
と

〜
リ
レ
ー
ト
ー
ク
〜

★
貴
舩
神
社

・
節
分
祭　
２
月
３
日
（
火
）

・
稲
荷
祭　
２
月
22
日
（
日
）

　
の
り
は
お
い
し
い
で
す
ね
。大
森
で
と
れ

た
の
り
は
、海
で
育
っ
た
紅
藻
類
に
属
し
、

食
物
繊
維
や
ビ
タ
ミ
ン
、ミ
ネ
ラ
ル
、が
多

く
含
ま
れ
て
い
る
為
、栄
養
が
あ
る
そ
う
で

す
。
　
こ
の
地
域
で
は
、の
り
の
仕
事
を
し
て
い

る
人
が
集
中
し
て
い
ま
し
た
。真
冬
の
夕
食

を
早
目
に
す
ま
せ
て
午
後
７
：
50
頃
に
は

床
に
つ
い
て
、両
親
は
午
前
２
時
に
は
起
床

し
て
、の
り
を
製
型
す
る
為
の
作
業
に
と
り

か
か
り
ま
す
。

　

暖
房
は
の
り
の
関
係
か
ら
火
鉢
だ
け
で

と
り
ま
す
。ま
ず
は
昨
日
と
っ
て
き
た
、の

り
を
お
肉
屋
さ
ん
に
あ
る
挽
肉
の
キ
カ
イ

で
細
か
く
の
り
を
ひ
い
て
、大
き
な
お
け

（
た
る
）に
と
か
し
、机
の
様
な
台
に
お
き
つ

つ
、人
に
よ
って
は
リ
ズ
ム
を
つ
け
て
１
枚
の

の
り
を
木
の
わ
く
と「
よ
し
ず
」と
呼
ば
れ

る
簀
に
の
せ
、１
枚
１
枚
の
り
を
作
り
ま

す
。そ
れ
を
母
や
冬
の
時
期
だ
け
お
ね
が
い

し
た
方
々
に
何
枚
も
あ
る
た
め
、わ
く
干
に

貼
り
付
け
て
外
に
干
し
ま
す
。お
天
気
が

悪
い
時
に
は
ど
こ
の
家
に
も「
カ
ン
ソ
ウ

場
」と
い
え
る
ス
ト
ー
ブ
２
台
位
で
の
り
を

か
わ
か
し
、そ
の
日
の
う
ち
に
完
成
さ
せ
ま

す
。冬
は
あ
た
た
か
い
の
で
気
持
ち
が
い
い

令
和
7
年
10
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た

第
12
回
い
つ
つ
の
わ
ふ
れ
あ
い
祭
り
の

チ
ラ
シ
イ
ラ
ス
ト
を
大
森
東
中
学
校
に

協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！

地
域
情
報
紙
で
も
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
♪

イ
ラ
ス
ト
は
大
森
東
中
学
校
の
美
術
部
員
さ
ん
と

そ
の
仲
間
、
大
勢
の
参
加
で
作
り
あ
げ
ま
し
た
！

　

新
年
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様

方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
よ
き
新
春

を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
と
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
日
本
が
情
熱
と
感
動
に
包
ま

れ
た
一
年
で
し
た
。
大
阪
・
関
西
万
博
で

は
「
い
の
ち
」
を
テ
ー
マ
に
、
未
来
へ
の

希
望
を
感
じ
さ
せ
、
世
界
陸
上
で
は
ア
ス

リ
ー
ト
た
ち
の
熱
い
戦
い
が
、
日
本
中
に

勇
気
と
活
気
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
多
様
性

を
尊
重
す
る
心
を
育
む
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
　
一
方
、
記
録
的
な
猛
暑
や
突
然
の
豪
雨

に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
、
異
常
気
象
に
よ
る

災
害
の
ニ
ュ
ー
ス
に
接
す
る
機
会
が
多

か
っ
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
自
然
災

害
に
対
し
て
、
日
頃
よ
り
防
災
訓
練
等
を

行
い
迅
速
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
防
災
意

識
を
養
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
当
地
域
で
は
昨
年
３
月
に
、
旧

呑
川
水
門
跡
地
に
地
域
住
民
が
待
ち
望
ん

で
い
た
「
い
つ
つ
の
わ
水
門
橋
」
が
完
成

し
ま
し
た
。
橋
の
完
成
に
よ
り
地
域
の
利

便
性
が
さ
ら
に
向
上
し
、
地
域
の
益
々
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
昨
年
度
の
自
治
会
連
合
会
の
活
動
と
し

て
は
、
九
月
二
十
八
日
に
「
大
森
東
地
区

自
治
会
連
合
会
合
同
防
災
訓
練
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
大
森
消
防
署
森
ヶ
崎
出
張
所

全
面
協
力
の
も
と
、
心
肺
蘇
生
法
訓
練
、

起
震
車
体
験
ま
た
、
地
元
企
業
の
ご
協
力

に
よ
る
ド
ロ
ー
ン
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

体
験
等
、
多
く
の
地
域
の
皆
様
が
訓
練
に

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
月
十
九
日
に
は
大
森
東
地
区
最
大
の

お
祭
り
「
第
十
二
回
い
つ
つ
の
わ
ふ
れ
あ

い
祭
り
」
を
開
催
し
、
今
回
は
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
が
五
台
に
増
え
、
多
く
の
方
に
ご
協

力
頂
き
、
老
若
男
女
、
和
気
あ
い
あ
い
と

大
盛
況
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

実
行
委
員
・
出
店
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
つ

き
ま
し
て
は
、
多
大
な
る
ご
協
力
・
ご
理

解
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
今
年
度
も
引
き
続
き
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
大
森
東
地
区
の
皆
様

に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
幸
多
き
一
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
私
の
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

大
森
東
地
区
自
治
会
連
合
会
長　

　
　
　
　
　
　

 　
　

 

野
口　
多
加
志 

大
森
東　

こ
ど
も
作
品
館

大
森
東
中
学
校　

作
品

Vol.10

と
こ
ろ
で
す
。外
で
の
り
が
乾
い
た
と
き
、

午
後
２
時
〜
３
時
頃
に
わ
く
干
か
ら
の
り

す
を
は
ず
し
て
10
枚
ず
つ
成
型
し
て
の
り

の
箱
に
入
れ
て
い
き
ま
す
。長
方
型
の
の
り

箱
と
い
う
も
の
が
何
段
も
つ
み
か
さ
な
り
、

の
り
の
香
り
が
家
中
に
た
だ
よ
い
ま
す
。夕

方
に
な
る
と
の
り
の
業
者
が
き
て
の
り
の
箱

の
中
に
１
cm
位
の
長
方
型
の
白
い
紙
が
の

り
の
中
に
差
し
込
ま
れ
て
Ｏ
Ｋ
な
ら
入
札

が
決
ま
り
ま
す
。の
り
も
自
然
の
も
の
な
の

で
不
作
の
年
も
あ
り
、そ
ん
な
年
は
少
し
で

も
縄
を
ひ
ろ
げ
て
棒
で
の
り
を
落
し
ま
す
。

け
し
て
、良
い
の
り
で
は
な
い
の
で「
ひ
っ
ぱ

だ
き
」と
呼
び
安
く
発
売
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。の
り
の
栄
養
で
あ
る
窒
素
や
り
ん

が
不
足
す
る
た
め
出
来
が
悪
く
な
る
そ
う

で
す
。

　
の
り
を
作
る
作
業
が
終
わ
れ
ば
、あ
み
の

修
理
を
し
た
り
、棒
を
き
れ
い
に
し
た
り
、

の
り
を
の
せ
る「
よ
し
ず
」と
い
う
小
さ
な

す
だ
れ
み
た
い
な
も
の
を
あ
ん
で
小
さ
な

簀
を
作
っ
て

冬
に
そ
な
え

ま
す
。仕
事

が
ら
で
す
が
、

風
向
き
や
雲

の
動
き
な
ど

特
別
な
言
葉

で
よ
く
天
候

を
よ
ん
で
い

ま
し
た
。

★
浦
守
稲
荷
神
社

・
節
分
祭　
２
月
３
日
（
火
）

・
初
午　
２
月
１
日
（
日
）

・
青
年
会
初
午　
未
定

★【
三
輪
厳
島
神
社
】

・
水
神
祭　
２
月
11
日
（
水
・
祝
）

　
　
　
　

   

午
前
11
時
よ
り
祝
詞
奏
上

新
年
の
ご
挨
拶

　

す

す



地域に開かれた東京労災病院を目指して！
東京労災病院　院長　森田明夫

病院見学会職員集合写真

病院見学会・顕微鏡で血球を見る！ 編集委員の福本さんと
森田院長をパシャリ！

京急ストアとの共同開発･
からだ想い弁当

(３) 令和 8年 1月発行 令和 8年 1月発行 第 140 号（２）第 140 号

合同防災訓練に参加しましょう

普通選挙法成立から100年

大四小まつり

（令和7年時点）

大森第四小学校　PTA会長　崎村　和秀

大森東自治会　平林　アヤ

大森東四丁目自治会　茨田　守夫
　令和七年度の大森東地区自治会連合会防災訓練は九月
二十八日に実施されました。
　私は、当自治会の副会長（会計担当）並びに消火隊員と
して参加しました。前隊長の時から誘われてはいたのです
が、とりあえずの人数は足りていたので、そのままにして
いました。三年前、鹿児島出身の隊員が家族の方に故郷に
帰るように勧められ、帰郷することとなりました。その補充
で入隊致しました。その後、隊員も三名増えています。
　当自治会では、やや大型のＣ級ポンプを使い活動してい
ます。指揮者一名・隊員四名の計五人が必要になります。
毎月一回第二週の日曜日、地元の公園で基本操法訓練を
しています。先日の合同防災訓練では日頃の練習の成果
を発表致しました。
　さて、本題に入ります。合同防災訓練は当初、自治会役
員・委員の協力ではじまりました。一般の方々にもお声が
けしようと活動を広げたのですが、コロナ禍になり活動を
制限せざるをえませんでした。今年からはもっとお声がけ
をと心掛けたのですが、少しの参加にとどまりました。
　今年の防災訓練では、①初期消火訓練、消火器の使用
訓練、②ＡＥＤの使用体験、③簡易担架の作成・使用体験、

④防災用食品サンプル⑤防災用ドローンの空撮体験、⑥
起震車体験ができました。
　過去には煙体験、がれきの下敷きになった人の救助訓
練等毎年違うものもあります。
　一度でも・少しでも体験しておくことが大事だと思いま
す。
　数年前から、自助・共助・公助
と言われる様になり、一人一人
の経験・体験・知識・協力が必
要になります。来年の合同防
災訓練には家族・知り合い・近
所の方々を誘って是非参加し
てみてください。

　私は長い間、明るい選挙推進委員をしておりましたが、
昨年（令和7年）が普通選挙法が成立して、100年の節目で
ある事を知りませんでした。誰もが選挙に参加できる普通
選挙を求める法案は明治35年に衆議院に提出されました
が否決され、以後幾度にわたって提出されたものの成立し
ませんでした。第１次世界大戦後、大正デモクラシーの高
まりの中で、大正14年３月29日普通選挙法が成立しまし
た。これは最初の法案から15回目、23年目の成果と言わ
れています。選挙人の資格から納税要件が撤廃され、25
歳以上の男性に選挙権が与えられました。当時の有権者
の人口の20％に当たり、参政権拡大の契機になりました。
女性の選挙権は第２次世界大戦後の昭和20年12月に衆
議院議員選挙法が改正され、女性も男性と同じ条件で選
挙権、被選挙権を持つことになりました。選挙権年齢は25
歳から20歳以上に引き下げられました。これによって新し
い時代の完全な「国民主権の議会民主主義」が誕生しまし
た。
　この、選挙制度は変わり、投票当日に仕事などの予定の
ある人のための「期日前投票制度」は平成15年に創設さ
れ、従来の「不在者投票」で必要とされた投票用紙を封筒
に入れて、署名するという手続きが不要になり、スムーズ
な投票が可能になりました。現在は手軽に利用できるよ
う、駅やショッピングモール等に期日前投票を設置する取

り組みが広まっています。平成25年には、
インターネットを活用した選挙運動が解禁
されたほか、平成27年には選挙年齢が20
歳から18歳以上に引き下げられました。こ
れからも新しい時代にあった選挙制度に変
わっていく事でしょう。
　先人達が長い時間をかけ作りあげた、民主主義「普通選
挙法」を思い、平和で明るい日本を作る為、またこれからの
未来の為に、私達１人１人の1票が大切な時代になってきま
した。私も与えられた1票を大切にしたいと思います。

これまでの選挙制度の変遷
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　九月二十日（土）大四小まつりが行われました。大森の海
苔を使った大森バーガーなどの飲食販売や野球、サッカー、
卓球、ＳＡＳＵＫＥなどのスポーツ体験、プラバンやしおり作り
などの工作、箱の中身当てや射的、スタンプラリーなど、た
くさんのコーナーが用意され、こどもたちのたくさんの笑
顔が見られました。
　また、六年生が開会式や閉会式の進行を行ったり、五年生
がおおたの未来づくり科の学習で※テンセグについての発
表、体験会を行ったりするなど、こどもたちも活躍しました。
　こどもたちだけでなく、保護者、地域の方、先生方にも御
参加いただき、大盛況のうちに終了しました。御協力いただ

いた池上教習所、うめのき園、
球友ジュニアーズ、ミッキー
サッカークラブ、大森南図書
館、ボーイスカウト大田第一
団、竹内製パン、吉田商店、大
島精肉店の皆様、ありがとうご
ざいました。

た。また今回病院に災害用として備蓄している600名4日分
の食品の一部の消費期限が近づいてきましたので、フード
パントリーとして物価高でお困りの方々に、少しでもお役に
立てればと思い提供させていただきました。今回の見学会
開催では区役所大森東特別出張所、自治会、大森南図書館
や子供食堂moiさんたちにも多大なるご協力をいただき、
250名のご参加を得て無事終えることができました。
　当院では今後も良質な医療の提供と以上のような病院
の枠を超えた活動を継続し、地域の皆さんの健康と安全を
守るために努力してまいります。困ったことがありましたら、
いつでもご相談ください。

 東京労災病院は1949年に設立された総合病院です。地域
の住民、勤労者の健康と安全を守ることを病院のミッション
として、地域の方々に愛され信頼される病院となることを目
標としています。さらに「地域に開かれた病院」となるため
に、行政、自治体、地域の企業や学校とのつながりも大切に
しています。施設としての病院の枠を超えて地域のために
なるための活動を展開したいと思っています。地域のお祭
りや催しには、健康関連ブースで積極的に参加させて頂き、
院内でも健康講座やひだまり「健康・楽しみ・交流の場」を月
1回開催しています。また今年3月には私から大森第一中学
校卒業生を対象に「出会い」や「夢と生きがい」の大切さをお
話しさせていただきました。同校や大森第四小学校の生徒
さんたちののびのびとした素晴らしい書道や絵画作品を季
節ごとに院内に展示させていただいています。京浜急行関
連の諸会社とも連携をとらせていただき、平和島BigFunで
のイベントや健康教室の開催、さらに京急ストアなどと協力
して当院監修の健康に配慮したお弁当開発も実施中です。

　先日、ほぼ7年ぶりに病院見学
会を開催させていただきまし
た。病院全部署をあげて、地域
の皆さんに、病院での仕事を
知っていただき、医療への親し
みを持っていただける企画を立
てました。私も神経内科 三品部
長とともに、「脳によい話（脳の
健康には、運動、食事への留意、
社会に交わること、そして予防が
大事）」をさせていただきまし

※テンセグ…引っぱる力と押し返
す力で、バランスが取れている構
造であるテンセグリティの略


